
7() 新潟医学会雑誌 第且13巷 第 1号 平成11年 1月

電極を用いた組織内温熱療法を行ってきており,再発例

や高齢者,深部腫療例などにおいて比較的良好な治療成

績を得てきた.その要因として,この治療が低侵襲であ

ることもあるが,確実を加温温度の獲得にあったと考え

ている,更に我利 ま,この治療の精度を上げるために,

温度分布の把塵と機能部位-の温熱負荷の軽減を企てる

べ く.コンピュータシミュレーションシステムによる治

療計画法を考案した.加温症例に対して事前にプランニ

ングすることがそれにより可能となった.今回はこの新

しい治療計画 ▲ThelllnOplanlを用いた温熱治頼症例の

perspectil･eStudl･を開始 したので紹介する.

【方法】対象は現在のところ悪性神経曙腫4刑であり.

再発例3例,初発例 l例である.腺癌の局在は頭頂葉 2

例,前頭葉2例で,いずれも手術前にプランニングし,

電極の本数,位置,関心点の設定,機能部位での高温域

の回避等を計画Lた.加温法は.針電極を用いた 13.56

MHz 組織 内温熱療法で あ る. 治療 計 画 ソ フ ト

▲Thermoplan●は二次元有限要素解析法を明いた温度

分布コンピュータシミュレーションを主としたソフトウ

エアで.RF加温時の温度分布を措くものである.

【結果】この治療計画法 T̀hermoplan'を用い,F捲

藤を43℃の加温域内に包括 し得た. また,関心点をそ

の43℃ライン上に設定し,業際の加温時に温度センサー

を使用 し安定 した加温がえられた.加温後の CT や

MR王上,加温による壊死領域はシミュレ-ションの高

温域と一致した.

【結語】 T̀hernlOPlan'による治療計画法により組織

内温熱療法は更に簡便かつ有用な癌治療の modal軸 と

なったと考える.

8) 子宮頚痛及び外陰癌に対するCDDP+THp

-ADhlI混合7イブリン製剤の基礎的検討
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柳瀬 徹 ･徳永 昭輝 (同 産婦人科 )

子宮謂噛及び外陰癌に対して,従来から報告されてい

る CDDP+7171)ン製剤に奏効宰向上を目的とLて

THp-AD九･･Ⅰを混合する剤型を考案した.スプレーキッ

トを使用して病巣部に対して簡易,均一に塗布すること

ができた. 製剤は Invitroにおいて168時間安定であっ

た.フイブ1)ン膜からの各薬剤の放出率は Invitro.

168時間で約25%と低かったが.臨床例での CDDP

の放出率は168時間で95%以上,THp-ADM は18

時間で85%以上と高いことが確認された.放出された

後の各薬剤について末梢血移行は認められず,CDDP

が組織内に高濃度に集積する可能性が示唆された.副作

用は塗布部位の刺激が軽度認められた.

フィブリン製剤を用いた本治療法は子宮頚部癌や外陰

癌に対して有用性の商い治療法の-つと考えられた.

9) 心機能評価 を繰 り返 しなが らアン トラサ イ

クリン系抗癌剤投与を行った心房粗動 ･うっ

血性心不全合併子宮体癌の1例

柳瀬 徹･佐 木々 将
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症例は67才.不正出血にて近医を受診, 1一宮体積Ie

期の診断にて加療目的に当科入院.心房粗動.うっ血性

心不全合併.術前.NYHAI度.心エコーにて FJFW)?ち

であった.子宮全摘術,骨盤 ･傍大動脈リンパ節郭清衡施

秤.endonletrioidadenoeareinoma,G3,γ夕1'プ.

術後アントラサイクリン系抗癌剤を加えた多剤併周化学

療法 (lFO 1.3gX4+AeR 50mg+CDDP 13m

gx7:lAP療法)施行.今回は ADR に比し,よi)

心筋障害の軽微な ACR を涌いた.また心筋保護の目

的で CoQ tノイキノン),ビタミン E (ユベラ)を投

与した.1コース終11私 人-血祭心房性ナ トl)ウム利

尿ホルモン (hANP)値 (1401及び脳性ナ トリrt7ム利

尿ペプチ ド (BNP)健 (朗.6)が上昇 し心筋障害を疑

わせたが,NYFIAI度,心エコーによる EFは不変で

あi).2コースH開始Lた.その後の NYHA の変化

や心機能のパラメータの変動を報告し,心疾患合併症例

におけるアントラサイクリン系抗癌剤投与時の留意点な

どにつき考察する.

10) 子宮体癌及び子宮頚部腺痛再発例に対す

る CPTll十5FU 療法の治療成績
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子宮頚部腺癌及び子宮体癌再発例には有効な化学療法

のレジメンは確立されておらず,その予後は不良である.

今回我々は.大腸癌に対する CPT-ll+5FU療法の

有効性を参考にして.1997年7月-1998年 7円に.千

宮頚部腺癌2例及び子宮体癌再発例3例に対し同レジメ
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ンによる化学療法を施行しサその治療成績について検討

した CPT-勘 150mg/m翌をDayi,15に5FU;

600mg/m 2を Day3-7に点滴静注し,これを1コー

スとして,5例に対し平均 40A日周期で, 1-4(辛

均 2.8)コース施行 した. 副作用では,WBC 減少

Grade(C,14:2刑.G3:3例.Plt減少 G4:1

例,下痢 G2;5伊旺二認められた.評価可能病変を有する

ものは4例で.子宮頚部腺噂では PRl/2,N(ll/2.

子宮体癌では PRB/2例であり,全体として奏功率は

75%であった.全例担癌生存中であ り,平均生存期間

は姐.8カ月であった.以上より,本 レジメンの有用性

が期待された.

ll) 難治性肺細胞腫塙に対する3恒】連続の末梢

血幹細胞移植併用高欄量化学療法の試み

- 勉 ･- 正博(要義既 賢 者驚)

通常の化学療法や,単回の末梢血幹細胞移植併用商用

澄化学療法 (HDCT+PBSCT)では完治できなかった

難治性粧細胞膿療2例 (左精巣腫蕩多臓器転移 (複合組

織型,病期ⅢC)症例と縦隔腫蕩 (繊毛痛)多発肺転移
症例)に射して導入化学療法 把DDP,VP16,BLM"

3コ- ス )) 後 に 3回 連 続 の HDCT+PBSCT

(CBDCA,+＼'P16.+lFM.±TESPA,±MXT.+

PBSCT)を試みた.IIDCT+PBSCTは1コースを6

週間で行った.2例とも PBSCT後の骨髄機能の回復

は良好であった.1例は早期に癌死したが,1例は癌な

し生存中である.この様な Germ CellLlonsensus

Classiricationで PO()RPROGNOSISに分類され

る難治性症例に対しては,今回試みたような複数回の

HI)CT+PBSCTを考慮する必要があると思われた.

且2)腹腔内大量出血により免鼠された勝朕後部平滑

筋肉腫の一例
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症例は72歳男性.平成10年4月17日,腹痛にて来院.

腹部は緊濁しており,CT にて14×12cm の操舵後部

腫藤,多量の腹水を認めた.検血にて著明な貧血があり,

渡療からの腹腔内大量出血によるショックと診断,当院

外科緊急入院となった.翰胤 および血管造影下に左内

71

腸骨勤腕からの膿療栄養血管の塞栓術を施行しショック

状態は改番した.4月20日当科紹介,転奉ほ なった.経

直腸エコーで腫藤は蜂奴や前立腺とは境界 されていた.

腹水細胞診は classⅢ.5I‡17日手術施行.開腹所見

にて広範な腹膜播種が存在,術中迅速病理で悪性所見

(+)であった.しかし腫藤組織はもろく出血がコント

ロ-ルできないため,根治性はないものの両側内腸骨動

腺を結教後膿窃摘出した.病理診断は平滑筋肉腫であっ

た.術後経過は良好で5月28日退院した.平滑筋肉腫に

対する化学療法にはあまり有効なものがなく,広範な腹

膜播種の存在も考え,このまま経過観察の予定である.

131 乳癌微′｣､転移のマーカーとLての Kera-

tin-19mRNA の検出
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乳癌患者の微小転移を検出する目的で,膳簡リンパ節

よりkeratin-19mRNA (K119)の検出を試みた.

対象は 1996年 4月- 1997年11月 まで に臓轟郭酒

(LevelⅢ)を施行 した乳癌100例の連続症例である.

郭清リンパ節は2分割し,病理検索と本検出に使用した,

検索方法 は R鮒erSeTranscTiptasePolymerase

ChainReaction(RT-PCR)である.結果は,sen-

sitivityが64,9%と本検索の qualityを問われる問題

に直面した.この間題を解決するために,1)Southern

法による PCR 産物の確認,2)pTim紺 を変えて低

分子の K-19を標的とする,3)thermalcyclerの機

種を変更する,などの施行錯誤を試みた.最終的には

sensitivityが94.6%に改善された.この経緯も含めて

Iく119検出の試みを報告する.

i射 ChronotheTaPyを応摺 した FLMP 療法

- 第 ら報,乳癌に対す る効果 について -
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【鋸 /.]】当施設では Biochemicalmodulation を

考慮した多剤併摺化学療法に,生体の日周リズムに基い

た時間治療学 (ChronoもheTapy)の理論 を導入 した

FLMP療法を施行Lている.今桓=ま進行再発乳癌に対


